
JP 4484367 B2 2010.6.16

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動システムにおいてチャネルを割り当てる方法であって、
　前記システムにおいて、基地局コントローラと複数の基地局との間に、複数の基地局に
利用可能なものであるがいずれの基地局に対しても永久的に割り当てられるものではない
未割り当ての複数のテレコミュニケーションチャネルを配置する段階と、
　前記配置された複数のテレコミュニケーションチャネルを、該チャネルの特性に基づい
て、複数の１次テレコミュニケーションチャネル及び複数の２次テレコミュニケーション
チャネルを含む少なくとも２つのカテゴリに分類する段階と、
　呼の設定の際に、前記基地局コントローラと前記複数の基地局との間における前記複数
の１次テレコミュニケーションチャネルのうちの少なくとも１つの１次テレコミュニケー
ションチャネルが利用可能である場合には、前記少なくとも１つの１次テレコミュニケー
ションチャネルを、前記呼の設定を行う基地局に対して割り当て、そうでない場合には、
呼の設定の際に、前記基地局コントローラと前記複数の基地局との間における前記複数の
２次テレコミュニケーションチャネルのうちの少なくとも１つの２次テレコミュニケーシ
ョンチャネルを、前記呼の設定を行う基地局に割り当てる段階と、
　前記呼の設定を行う基地局に情報を送信して該基地局に割り当てられた前記基地局コン
トローラと該基地局との間における前記テレコミュニケーションチャネルを該基地局に示
すように、前記基地局コントローラを制御する段階と、
を含むことを特徴とする方法。
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【請求項２】
　前記複数のテレコミュニケーションチャネルが回路交換される、請求項１に記載の方法
。
【請求項３】
　前記複数のテレコミュニケーションチャネルが、該チャネルのデータ伝送容量又はクオ
リティに基づいて複数のカテゴリに分類され、前記複数の１次テレコミュニケーションチ
ャネルが前記複数の２次テレコミュニケーションチャネルよりも大きな伝送容量又は良好
なクオリティを有する、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　基地局コントローラ（ＢＳＣ）と、
　いずれの基地局に対しても永久的に割り当てられることなく、前記基地局コントローラ
と複数の基地局との間において利用可能である選択的な複数のテレコミュニケーションチ
ャネルであって、該チャネルの特性に基づいて、複数の１次テレコミュニケーションチャ
ネル及び複数の２次テレコミュニケーションチャネルを含む少なくとも２つのカテゴリに
分類される、選択的な複数のテレコミュニケーションチャネルと、
　少なくとも第１及び第２の基地局（ＢＴＳ１、ＢＴＳ２）であって、該基地局のカバレ
ージエリアに位置する複数の加入者端末に対して無線信号によりテレコミュニケーション
接続を確立するトランシーバユニット（ＴＲＸ１～ＴＲＸ３）、及び、前記基地局コント
ローラ（ＢＳＣ）と当該基地局（ＢＴＳ１、ＢＴＳ２）との間における複数の選択的なテ
レコミュニケーションチャネルのうちの特定のチャネルに前記トランシーバユニットを切
り換えるスイッチング手段（Ｓ１～Ｓ５）、を含む第１及び第２の基地局（ＢＴＳ１、Ｂ
ＴＳ２）と、
を具備する移動システムであって、
　前記基地局コントローラ（ＢＳＣ）が、
　呼の設定の際に、当該基地局コントローラと前記複数の基地局との間における前記複数
の１次テレコミュニケーションチャネル（ＣＨ１～ＣＨ６）のうちの少なくとも１つの１
次テレコミュニケーションチャネルが利用可能な場合には、前記呼について該少なくとも
１つの１次テレコミュニケーションチャネルを前記第１の基地局（ＢＴＳ１）又は前記第
２の基地局（ＢＴＳ２）に対して割り当て、そうでない場合には、前記呼について当該基
地局コントローラと前記複数の基地局との間における前記複数の２次テレコミュニケーシ
ョンチャネルのうちの少なくとも１つの２次テレコミュニケーションチャネルを前記第１
の基地局又は前記第２の基地局に対して割り当て、割り当てられた前記テレコミュニケー
ションチャネルを示す所定のメッセージを、該テレコミュニケーションチャネルが割り当
てられた前記基地局に対して送信する、制御手段（１）を具備し、
　前記第１の基地局（ＢＴＳ１）及び前記第２の基地局（ＢＴＳ２）のそれぞれの前記ス
イッチング手段（Ｓ１～Ｓ５）が、前記所定のメッセージに応答して前記基地局トランシ
ーバユニット（ＴＲＸ１～ＴＲＸ３）を前記所定のメッセージにより指定された前記テレ
コミュニケーションチャネル（ＣＨ１～ＣＨ６）に切り換える、
ことを特徴とする移動システム。
【請求項５】
　前記複数のテレコミュニケーションチャネルが回路交換される、請求項４に記載の移動
システム。
【請求項６】
　前記複数の１次テレコミュニケーションチャネルが前記複数の２次テレコミュニケーシ
ョンチャネルよりも大きな伝送容量又は良好なクオリティを有する、請求項４に記載の移
動システム。
【請求項７】
　割り当てられた前記テレコミュニケーションチャネル（ＣＨ１～ＣＨ６）を示す前記所
定のメッセージが、前記基地局の前記トランシーバユニット（ＴＲＸ１～ＴＲＸ３）に対
する呼において用いられるべき無線チャネルを示す、請求項４から請求項６のいずれかに
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記載の移動システム。
【請求項８】
　請求項４から請求項７のいずれかに記載の移動システムであって、
　当該移動システムがＧＳＭシステムであり、
　前記所定のメッセージが、ＧＳＭ仕様書パート０８.５８に準拠したチャネルアクティ
ベーションメッセージであって、前記基地局に割り当てられた前記テレコミュニケーショ
ンチャネルに関する情報が付加されたチャネルアクティベーションメッセージにより構成
される移動システム。
【請求項９】
　移動システムの基地局であって、
　当該基地局のカバレージエリアに位置する複数の加入者端末に対して無線信号によりテ
レコミュニケーション接続を確立するトランシーバユニット（ＴＲＸ１～ＴＲＸ３）と、
　呼の設定の際に、基地局コントローラと当該基地局との間の複数の選択的な回路交換テ
レコミュニケーションチャネル（ＣＨ１～ＣＨ６）のうちの特定のチャネルに前記トラン
シーバユニット（ＴＲＸ１～ＴＲＸ３）を切り換えるスイッチング手段（Ｓ１～Ｓ６）で
あって、前記複数の選択的な回路交換テレコミュニケーションチャネルが、該チャネルの
特性に基づいて複数の１次テレコミュニケーションチャネル及び複数の２次テレコミュニ
ケーションチャネルを含む少なくとも２つのカテゴリに分類され、前記基地局コントロー
ラと前記システムの複数の基地局との間において利用可能であり、いずれの基地局に対し
ても永久的に割り当てられないものである、スイッチング手段（Ｓ１～Ｓ６）と、
を具備し、
　前記スイッチング手段（Ｓ１～Ｓ６）が、前記呼の設定に関連して当該基地局（ＢＴＳ
１、ＢＴＳ２）により受信されたメッセージに応答して、特定のトランシーバユニット（
ＴＲＸ１～ＴＲＸ３）を前記呼について前記メッセージにより示された前記基地局コント
ローラと当該基地局との間における前記テレコミュニケーションチャネルに切り換えるよ
うになっており、このとき、前記メッセージにより示された前記テレコミュニケーション
チャネルは、１次テレコミュニケーションチャネルが利用可能である場合には該１次テレ
コミュニケーションチャネルであり、そうでない場合には、空いている２次テレコミュニ
ケーションチャネルである、
ことを特徴とする基地局。
【請求項１０】
　前記特定のトランシーバユニット（ＴＲＸ１～ＴＲＸ３）が、前記メッセージにより指
定された無線チャネルを、確立されるべき前記呼の期間に適用する手段を具備する、請求
項９に記載の基地局。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【技術分野】
本発明は、移動システムのベースステーションとベースステーションコントローラとの間
のテレコミュニケーション接続を経てチャンネルを割り当てることに係る。より詳細には
、本発明は、コールに関連したテレコミュニケーション信号がベースステーションとベー
スステーションコントローラとの間で回路交換テレコミュニケーションチャンネルを経て
搬送されるＧＳＭ（移動通信用のグローバルシステム）のような移動システムに係る。こ
の点について、コールとは、移動システムにおいて交換されるべきトラフィック接続、例
えば、通常の音声コール又はデータコールを指す。
【０００２】
【背景技術】
例えば、ＧＳＭシステムにおいては、ベースステーションとベースステーションコントロ
ーラとの間のＡｂｉｓインターフェイスを経て回路交換テレコミュニケーションチャンネ
ル上でコールがスイッチングされ、テレコミュニケーションチャンネルは、実際には、例
えば、２Ｍビット／ｓＰＣＭ（パルスコード変調）接続のタイムスロットで構成すること
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ができる。従って、ＰＣＭ接続のタイムスロット、即ちテレコミュニケーションチャンネ
ルは、ベースステーションのトランシーバユニットに永久的に割り当てられる。トランシ
ーバユニットのいずれか１つが所与の瞬間にコールを取り扱わない場合には、上記トラン
シーバユニットに割り当てられたＰＣＭタイムスロットが使用されないことを意味する。
【０００３】
上述した既知の解決策の最も重要な欠点は、ベースステーションとベースステーションコ
ントローラとの間のテレコミュニケーション接続に必要とされるテレコミュニケーション
チャンネルの数が非常に多いことである。既存のテレコミュニケーションチャンネルは、
特定のトランシーバユニットに永久的に割り当てられるので、必要なテレコミュニケーシ
ョンチャンネルの数は、トランシーバユニットの数に依存したものとなる。移動システム
は、ほぼ全てのベースステーションが常にアイドル状態のトランシーバユニット（必要に
応じて新たなコールを取り扱うことができる）を有するようにできるだけ大きな規模にさ
れるので、ベースステーションコントローラとベースステーションとの間の比較的多数の
テレコミュニケーションチャンネルが常時未使用の状態になる。
【０００４】
【発明の開示】
本発明の目的は、上記問題を解消すると共に、移動システムのベースステーションとベー
スステーションコントローラとの間のテレコミュニケーションチャンネルの利用度を増加
して、既存のテレコミュニケーションチャンネルをこれまで以上に効率的に利用できるよ
うにすると共に、システムの過剰規模を回避できるようにする解決策を提供することであ
る。これは、本発明による移動システムにおけるチャンネル割り当て方法により達成され
る。本発明の方法は、移動システムにおいてベースステーションコントローラとベースス
テーションとの間の未割り当てのテレコミュニケーションチャンネルを配置し、コール設
定の際にそのコールをスイッチングするベースステーションに上記テレコミュニケーショ
ンチャンネルの少なくとも１つを割り当て、そしてその割り当てられたテレコミュニケー
ションチャンネルを経てベースステーションへ情報を送信するようにベースステーション
コントローラを制御する段階を備えたことを特徴とする。
【０００５】
更に、本発明は、本発明の方法を適用できる移動システムであって、ベースステーション
コントローラと、少なくとも第１及び第２のベースステーションとを備え、これらベース
ステーションは、ベースステーションのカバレージエリア内に位置する加入者ターミナル
へ無線信号によりテレコミュニケーション接続を確立するためのトランシーバユニットと
、ベースステーションのこれらトランシーバユニットを、ベースステーションコントロー
ラとベースステーションとの間の複数の任意のテレコミュニケーションチャンネルの特定
チャンネルへとスイッチングするためのスイッチング手段とを含むような移動システムに
も係る。本発明による移動システムは、ベースステーションコントローラが、コール設定
の際に上記テレコミュニケーションチャンネルの少なくとも１つをそのコールの時間中に
第１又は第２ベースステーションに割り当てる制御手段を含み、この制御手段は、割り当
てられたテレコミュニケーションチャンネルを指定する所定のメッセージを、そのチャン
ネルが割り当てられたベースステーションへ送信し、そして第１及び対応的に第２のベー
スステーションのスイッチング手段は、上記メッセージに応答して、ベースステーション
のトランシーバユニットを、上記メッセージで指定されたテレコミュニケーションチャン
ネルへスイッチングすることを特徴とする。
【０００６】
更に、本発明は、本発明による移動システムに使用できるベースステーションであって、
そのカバレージエリアに位置する加入者ターミナルへ無線信号によりテレコミュニケーシ
ョン接続を確立するためのトランシーバユニットと、そのトランシーバユニットを複数の
任意の回路交換テレコミュニケーションチャンネルの特定チャンネルへスイッチングする
ためのスイッチング手段とを備えた移動システムのベースステーションにも係る。本発明
による移動システムは、上記スイッチング手段が、コール設定に関連してベースステーシ
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ョンにより受け取られたメッセージに応答して、特定のトランシーバユニットを、確立さ
れるべきコールの時間中にそのメッセージで指示された回路交換テレコミュニケーション
チャンネルへスイッチングすることを特徴とする。
【０００７】
本発明は、チャンネル割り当てがコール特有に行なわれるときには、ベースステーション
とベースステーションコントローラとの間のテレコミュニケーションチャンネルをこれま
で以上に効率的に利用することができ、即ち利用度を改善できるという考え方をベースと
する。従って、所与のテレコミュニケーションチャンネルは、コールの時間中だけ、その
コールを取り扱うベースステーションのトランシーバユニットに割り当てられる。コール
が終わると、テレコミュニケーションチャンネルが解除され、従って、それを別のトラン
シーバユニットに自由に割り当てることができる。この別のトランシーバユニットは、同
じ又は別のベースステーションのトランシーバユニットである。従って、同じテレコミュ
ニケーションチャンネルを種々のベースステーションにコール特有に割り当てることがで
きる。従って、空きの即ち未割り当てのテレコミュニケーションチャンネルのプールがベ
ースステーションとベースステーションコントローラとの間に形成され、このプールから
、ベースステーションコントローラは、所与の瞬間にコールを取り扱うためのチャンネル
を必要とするベースステーションへ空きチャンネルをコール特有に割り当てる。
【０００８】
特定のテレコミュニケーションチャンネルを複数のベースステーションに割り当てできる
ことにより、テレコミュニケーションチャンネルの数を減少することができる。これは、
全てのベースステーションの全てのトランシーバユニットが同時にコールを取り扱う可能
性がほとんどないためである。従って、テレコミュニケーションチャンネルの数は、トラ
ンシーバユニットが無線インターフェイスを経て同時に取り扱いできるコールの数より少
なくてもよい。従って、コールが進行中であるベースステーションのトランシーバユニッ
トに、使用可能なテレコミュニケーションチャンネルが割り当てられる。
従って、本発明の解決策の最も重要な効果は、使用可能なテレコミュニケーションチャン
ネルの利用度が改善され、そしてベースステーションとベースステーションコントローラ
との間のテレコミュニケーションチャンネルの数を減少できることである。
【０００９】
本発明の方法の１つの好ましい実施形態では、ベースステーションとベースステーション
コントローラとの間のテレコミュニケーションチャンネルが回路交換テレコミュニケーシ
ョンチャンネルであって、それらの特性に基づいて、少なくとも２つの分類、即ち一次テ
レコミュニケーションチャンネル及び二次テレコミュニケーションチャンネルに分けられ
る。従って、コール設定の際に、一次テレコミュニケーションチャンネルが使用できれば
、それがベースステーションに割り当てられるが、さもなくば、空きの二次テレコミュニ
ケーションチャンネルが割り当てられる。本発明のこの実施形態は、全ての一次テレコミ
ュニケーションチャンネルがベースステーションに既に割り当てられたときに二次テレコ
ミュニケーションチャンネルをベースステーションとベースステーションコントローラと
の間に使用するように構成することができる。従って、ベースステーションとベースステ
ーションコントローラとの間の全てのチャンネルが使用されることにより生じるシステム
の「混雑」を回避することができる。テレコミュニケーションチャンネルを分類すること
は、二次テレコミュニケーションチャンネルの特性が一次テレコミュニケーションチャン
ネルより劣ってもよいようにする。或いは又、二次テレコミュニケーションチャンネルを
使用することは、オペレータにとって一次チャンネルより高いコストを招くことになり、
それ故、二次チャンネルを例外的にのみ使用するのが望ましい。
本発明の方法、移動システム及びベースステーションの好ましい実施形態は、従属請求項
２ないし３、５ないし８及び１０に記載する。
【００１０】
【発明を実施するための最良の形態】
以下、添付図面を参照して、本発明を詳細に説明する。
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図１は、本発明による方法の第１の好ましい実施形態を示すフローチャートである。図１
のフローチャートは、例えば、ＧＳＭシステムにおいてベースステーションとベースステ
ーションコントローラとの間のテレコミュニケーションチャンネル割り当てに使用するこ
とができる。
ブロックＡでは、回路交換式の一次及び二次の未割り当てのテレコミュニケーションチャ
ンネルがベースステーションとベースステーションコントローラとの間に配置され、即ち
これらテレコミュニケーションチャンネルは、特定のベースステーション又はベースステ
ーションのトランシーバユニットに永久的に割り当てられるのではない。テレコミュニケ
ーションチャンネルは、それらの特性に基づいてグループ分けされ、一次チャンネルは、
二次テレコミュニケーションチャンネルよりもクオリティが良好で、データ送信容量が大
きく、使用上の信頼性が高く又は安価である。又、実施形態に基づき、テレコミュニケー
ションチャンネルは、３つ以上の分類にグループ分けすることもできる。
【００１１】
ブロックＢでは、新たなコールに関連したコール設定がスタートするのを待機する。この
点について、コールとは、システムにおいて交換されるべきトラフィック接続、例えば、
通常の音声コール又はデータコールを指す。
ブロックＣでは、ベースステーションとベースステーションコントローラとの間の一次テ
レコミュニケーションチャンネルのどれかが空きであるかどうかチェックされる。一次テ
レコミュニケーションチャンネルの１つが空きであり、即ちそのとき、それがいずれのベ
ースステーションにも割り当てられない場合には、その空きチャンネルが、ブロックＤに
おいて、新たなコールの確立を取り扱うベースステーションへ割り当てられる。
ブロックＣにおいて、全ての一次テレコミュニケーションチャンネルがそのとき既に割り
当てられていることが分かった場合には、ブロックＥへの移行が行なわれる。ブロックＥ
では、ベースステーションとベースステーションコントローラとの間の二次テレコミュニ
ケーションチャンネルのどれかが空きであるかどうかチェックされる。空きの未割り当て
の二次チャンネルが見つかった場合には、それが、ブロックＦにおいて、新たなコールの
確立を取り扱うベースステーションへ割り当てられる。
【００１２】
ブロックＥにおいて、全ての二次テレコミュニケーションチャンネルもそのとき割り当て
られていれば、コール設定は失敗となる。
ブロックＧでは、ベースステーションコントローラは、確立されるべきコールをトランシ
ーバユニットが取り扱うところのベースステーションへその割り当てられたチャンネルを
経て情報を送信する。例えば、ＧＳＭシステムでは、割り当てられたチャンネルに関する
情報を、ＧＳＭ仕様書、パート０８．５８に基づく「チャンネルアクチベーション」メッ
セージに含ませることができ、このメッセージにより、ベースステーションコントローラ
は、コールに使用されるべき無線チャンネルについてトランシーバユニットに通知する。
ブロックＨでは、コールの終了を待機し、その後、コールの時間中にベースステーション
に割り当てられたテレコミュニケーションチャンネルは、ブロックＩにおいて解除される
。その後、もし必要であれば、このチャンネルを、確立されるべき新たなコールの時間中
に別のベースステーションのトランシーバユニットに割り当てることができる。
【００１３】
図２は、本発明による移動システムの第１の好ましい実施形態を示す。図２に示す移動シ
ステムは、例えば、ＧＳＭシステムである。
図２のベースステーションコントローラＢＳＣは、移動サービス交換センターＭＳＣ及び
ベースステーションＢＴＳ１－ＢＴＳ２と通信し、ベースステーションのカバレージエリ
アに位置する移動ステーションへコールをスイッチする。ベースステーションＢＴＳ１は
、２つのトランシーバユニットＴＲＸ１－ＴＲＸ２を含み、一方、ベースステーションＢ
ＴＳ２は、３つのトランシーバユニットＴＲＸ１－ＴＲＸ３を含む。ベースステーション
ＢＴＳ１及びＢＴＳ２の各トランシーバユニットごとに、専用のシグナリングチャンネル
ＳＩＧ１－ＳＩＧ５がベースステーションコントローラとベースステーションとの間に指
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定される。このシグナリングチャンネルを経て、例えば、ベースステーションコントロー
ラの制御ユニット１は、所与の時間に使用すべき無線チャンネル上をトランシーバユニッ
トへ情報を搬送する。
【００１４】
図２の場合とは異なり、専用のシグナリングチャンネルを各トランシーバユニットごとに
割り当てる必要はなく、ベースステーションコントローラと送信ユニットとの間のシグナ
リングを１つの単一の共用（例えば、６４ｋビット／ｓ）のシグナリングチャンネルで実
施することもできる。このとき、ベースステーションコントローラ及びトランシーバユニ
ットは、共用のシグナリングチャンネルを経て送信されるべきメッセージに、例えば、そ
のメッセージがどこに意図されたものであるか識別する識別子を追加することができる。
又、トランシーバユニットは、移動ステーションから発信するコールに関連してそれ自身
の識別子を使用することにより共用のシグナリングチャンネルへのいわゆるランダムアク
セスを実行することもできる。
【００１５】
又、ベースステーションコントローラＢＳＣとベースステーションとの間には回路交換デ
ータ送信チャンネルＣＨ１－ＣＨ６も配置され、これらのチャンネルを経てコールに関連
したテレコミュニケーション信号がベースステーションコントローラとベースステーショ
ンのトランシーバユニットとの間に搬送される。データ送信チャンネルは、それらの特性
に基づき、一次及び二次のデータ送信チャンネルにグループ分けされる。一次のデータ送
信チャンネルＣＨ１－ＣＨ４は、例えば、ケーブルを経て送信されるＰＣＭ接続のタイム
スロットである。二次のデータ送信チャンネルＣＨ５－ＣＨ６は、例えば、衛星リンクを
経て搬送されるベースステーションコントローラＢＳＣとベースステーションとの間の接
続である。従って、一次テレコミュニケーションチャンネルの使用は、オペレータにとっ
て二次テレコミュニケーションチャンネルの使用より安価である。
【００１６】
テレコミュニケーションチャンネルＣＨ１－ＣＨ６は、いずれのベースステーション又は
いずれのベースステーショントランシーバユニットにも永久的に割り当てられない。従っ
て、例えば、テレコミュニケーションチャンネルＣＨ１は、ベースステーションＢＴＳ１
又はＢＴＳ２におけるいずれのトランシーバユニットにもコール特有に割り当てることが
できる。図２のケースでは、テレコミュニケーションチャンネルＣＨ１は、ベースステー
ションＢＴＳ１のトランシーバユニットＴＲＸ１に割り当てられる。対応的に、図２のテ
レコミュニケーションチャンネルＣＨ３は、ベースステーションＢＴＳ２のトランシーバ
ユニットＴＲＸ３に割り当てられる。例えば、ベースステーションＢＴＳ１のトランシー
バユニットＴＲＸ１を通る進行中コールが終了すると、チャンネルＣＨ１が解除され、従
って、ベースステーションコントローラＢＳＣは、それを他のベースステーション又はト
ランシーバユニットに割り当てることができる。
【００１７】
テレコミュニケーションチャンネルＣＨ１－ＣＨ６の割り当ては、ベースステーションコ
ントローラＢＳＣの制御ユニット１によってコール設定に関連して行なわれる。制御ユニ
ット１は、テレコミュニケーションチャンネルを、コールがスイッチングされるところの
ベースステーションへ割り当てる。制御ユニット１は、多数の空いた一次テレコミュニケ
ーションチャンネルＣＨ１－ＣＨ４から割り当てられるべきチャンネルを選択する。空い
た一次テレコミュニケーションチャンネルがない場合だけ、二次テレコミュニケーション
チャンネルＣＨ５－ＣＨ６が割り当てられる。
割り当てられるべきテレコミュニケーションチャンネル、例えば、チャンネルＣＨ４が選
択されると、制御ユニット１は、確立されるべきコールがスイッチされるよう意図された
ベースステーションのトランシーバユニット、例えば、ベースステーションＢＴＳ１のト
ランシーバユニットＴＲＸ２へその割り当てられたチャンネルに関する情報を送信する。
制御ユニットは、この情報を、例えば、ＧＳＭ仕様書、パート０８．５８に基づく「チャ
ンネルアクチベーション」メッセージと共に、トランシーバユニットＴＲＸ２のシグナリ
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２に無線チャンネルが指定される）。
【００１８】
割り当てられたテレコミュニケーションチャンネルＣＨ４を指定するメッセージをシグナ
リングチャンネルＳＩＧ２から受け取った後に、ベースステーションＢＴＳ１のトランシ
ーバユニットＴＲＸ２のスイッチング手段Ｓ２は、トランシーバユニットＴＲＸ２をこの
チャンネルへスイッチングする。図２は、トランシーバＴＲＸ２のスイッチング手段がテ
レコミュニケーションチャンネルＣＨ１－ＣＨ６のいずれかにそれをスイッチングできる
ことを示している。コールが終了すると、スイッチング手段Ｓ２は、コールに使用された
チャンネルＣＨ４を解除し、その後、制御ユニット１は、それを別のベースステーション
又はトランシーバユニットに割り当てることができる。
【００１９】
図２の場合とは異なり、制御ユニット１は、２つ以上のテレコミュニケーションチャンネ
ルＣＨ１－ＣＨ６をコールの時間中にベースステーションのトランシーバユニットに割り
当てることができる。換言すれば、テレコミュニケーションチャンネルＣＨ１－ＣＨ６の
容量が、例えば、１６ｋビット／ｓであるが、コール（例えば、データコール）に割り当
てられたテレコミュニケーションリソースが６４ｋビット／ｓの無線経路にある場合には
、制御ユニットは、１６ｋビット／ｓの４つのチャンネルＣＨ１－ＣＨ４をベースステー
ションのトランシーバユニットへ同時に割り当てて、Ａｂｉｓインターフェイス上に無線
経路と同じデータ送信容量を与えることができる。テレコミュニケーションチャンネルＣ
Ｈ１－ＣＨ６を過剰規模にする必要のない更に別の効果は、テレコミュニケーションチャ
ンネルＣＨ１－ＣＨ６のこの種の動的な割り当てにより達成される。換言すれば、幾つか
のコールがＡｂｉｓインターフェイスにおいて拡張されたデータ送信容量を必要とするだ
けであるから、考えられる最大の需要（例えば６４ｋビット／ｓ）を満たすように個々の
テレコミュニケーションチャンネルを設計し、通常のコール中にその容量の一部分しか使
用されないようにする必要はない。テレコミュニケーションチャンネルの容量は、所与の
時間に必要数のチャンネルが割り当てられる上記の動的な割り当てにより効率的に使用さ
れる。
添付図面を参照した上記の説明は、単に本発明を例示するものに過ぎないことを理解され
たい。本発明は、請求の範囲に記載した本発明の精神及び範囲内で種々の変更がなされ得
ることが当業者に明らかであろう。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明による方法の第１の好ましい実施形態を示すフローチャートである。
【図２】　本発明による移動システムの第１の好ましい実施形態のブロック図である。
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